
６月例会 扇ノ山（鳥取県）1310m二等三角点 

日 時 ２０１６（平成２８）年６月１４日（火） 

天 候 晴れ 

参加者 ＣＬ桑野洋 ＳＬ森田泰 森田清 桑野敏 

    河合 岩田 山田 小林陽 角原鶴 角南 小倉 舩越 角原覚 小林宮 嘉数 西崎 佐藤 

    三村 佐々木俊 藤川豊 永谷 岡野 佐々木順 梶原 高仁  （２５名） 

行 程 岡山駅西口(6:00)⇒院庄ＩＣ(7:30)⇒中国道⇒佐用ＪＣＴ⇒鳥取道⇒道の駅河原(8:45-9:00)⇒河原ＩＣ⇒ 

    姫路公園登山口(10:00-10:10)→桧蔵(11:07)→扇ノ山山頂・昼食研修(11:40-12:40)→ふるさとの森登山口

(13:50)→ふるさとの森キャンプ場・閉会行事(14:30-14:50)⇒道の駅河原(15:30-16:00)⇒河原ＩＣ(16:05)

⇒鳥取道⇒佐用ＪＣＴ⇒中国道⇒二宮ＰＡ(17:10-17:20)⇒院庄ＩＣ(17:25)⇒岡山駅西口・解散(19:00) 

概 要  梅雨に入り雨を一番心配しましたが、この日は登山日和になりました。また、バスが何処まで入る事が出

来るかどうかも心配でした。林道に倒木や落石があるとの情報を得て、当初の計画のコースを逆にして、下

りる予定だった姫路公園登山口から登り、ふるさとの森登山口へ下りました。ルート変更をしたのでキャン

プ場までの３Ｋｍ足らずを余分に歩きました。上りのコースには沢渡りが数か所あり、前日の雨で増水して

いると思っていましたがその心配もありませんでした。     

５月の末に山開きがあったそうで、登山道は両脇の草

など刈られて綺麗に整備されていましたが、上り下りの

尾根筋に階段の個所があり思いのほかきつい登山でした。 

    山頂では昼食のあと、８月例会登山で必要になる携帯ト

イレの種類や使用方法について、自然保護担当の小林陽

さんを講師に研修会を開きました。これからは何処の山

でも携帯トイレは必需品になるでしょう。 

曇り空のため見通しが良くありませんでしたが、濃い薄

い緑の中を歩き、檜蔵の展望の良い所では、吹く風も心

地よいものでした。 

また、キャンプ場までの林道の途中に小

さな滝があり、その傍らにササユリの咲

いているのを見る事が出来ました。 

雨の後で滑り易く、泥濘の個所など有り

ましたが、ゆっくり登山で全員が無事に

下山する事が出来ました。 

また大きなバスが狭い林道を登り、登山

口へ横着けしてくれたのは幸いでした。 

バス往復６時間、登山時間５時間の例会

登山でした。   （桑野敏 記） 

扇ノ山山頂で 

実物を使って研修会 

桧蔵の巨石 沢を渡り尾根筋へ 


